
愛
と
復
興

議
会
だ
よ
り

■只見地区町民運動会で優勝した只見高校山村教育留学生チーム（９月21日）

山村留学
生チームやっ

たね！
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国会議員団来町　7 月 1 日、赤字ローカル線を支援する国会議員団が JR 只見線の災害現場を視察に来町
され、町、議会、大勢の町民が只見駅で出迎えました。わずかの時間でしたが、JR 只見線を愛する会の
目黒会長が代表で思いを訴え、国の支援を求めました。力強い応援団です。

復旧が待たれる林道

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

2①

林
道
小
塩
・
塩
ノ
岐
線
12
号

復
旧
工
事
が
契
約
さ
れ
ま
し

た
。

新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
発

生
後
、
遅
れ
て
い
る
林
道
災

害
復
旧
工
事
が
一
歩
前
進
し
、

3
年
前
の
東
日
本
大
震
災

及
び
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害

に
よ
り
、
よ
り
使
え
る
防
災

計
画
の
必
要
性
と
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
根
本
的
な
見
直

し
が
必
要
と
判
断
。
災
害
時

の
町
職
員
の
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
行
動
指
針
を
作
成
し
、

迅
速
で
的
確
な
判
断
と
行
動

を
職
員
が
と
れ
る
よ
う
防
災

計
画
を
改
訂
し
ま
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
、
集

落
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
充

分
に
行
い
、
危
険
箇
所
の
修

審
議
会
委
員
報
酬
、
日
額

5
7
0
0
円
と
す
る
も
の
で

す
。

に
守
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

本
年
8
月
よ
り
施
行
さ
れ

た
「
空
き
家
条
例
」
の
審
議

会
審
議
委
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
を
決
め
る
条
例
で
、

正
を
行
い
ま
し
た
。
よ
り
住

民
の
安
全
が
迅
速
か
つ
的
確

9
月
会
議

9
月
会
議
は
16
日
か
ら
26
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
2
日
間
に
わ
た
り
10
人
の
議
員
が
行
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
、

政
策
提
言
を
行
い
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
一
部
を
修
正
し
採

択
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
決
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
一
部
意
見
を
付

し
て
認
定
し
ま
し
た
。 

—
工
事
請
負
契
約
を
締
結

只
見
町
地
域
防
災

計
画
を
変
更

よ
り
実
質

的
な
防
災

計
画
へ

空
き
家
条
例

審
議
委
員
の
報
酬
額
決
定

塩
ノ
岐
林
道
工
事
が

一
歩
前
進

見直された只見町洪水（土砂災害）ハザードマップ

9月会議

さらなる復興さらなる復興 支援へ予算追加支援へ予算追加



快挙！県大会出場　7 月 6 日、消防操法競技大会が南会津町で開催され、只見町消防団員のきびきびした
動作に目を見張りました。日頃の訓練の賜物ですね。結果は、自動車ポンプ操法優勝の快挙。小型ポンプ
操法でも 2 位となり、自動車ポンプ操法は県大会出場となりました。消防団員の皆さんご苦労様でした。

只見地区の仮設住宅

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

3 ②

の
費
用
対
効
果

②
集
客
施
設
と
し
て
の
有
効

性
③
運
営
時
の
収
支
見
通
し

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

も
う
少
し
審
議
を
尽
く
す
べ

き
と
の
判
断
か
ら
、
そ
の
予

算
に
対
し
修
正
動
議
が
提
出

さ
れ
、
全
員
の
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

豪
雨
災
害
で
使
用
し
た
災

害
仮
設
住
宅
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
青
少
年
旅
行
村
に
移

設
し
、
観
光
宿
泊
施
設
と
し

て
活
用
す
る
た
め
の
設
計
予

算
な
ど
、
5
7
0
万
円
の
補

正
予
算
が
9
月
会
議
に
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
問
題
点
と
し
て
、

①
移
設
工
事
総
額
約
1
億
円

青
年
交
流
ツ
ア
ー
の
目

的
や
事
業
内
容
は
？

他
地
域
と
の
青
年
交
流

を
通
じ
て
町
の
課
題
を

話
し
あ
っ
た
り
、
地
域
づ
く

り
に
関
わ
る
青
年
た
ち
の
郷

土
愛
を
育
む
の
が
目
的
。
今
、

青
年
の
み
ん
な
が
自
主
的
に

内
容
を
検
討
し
て
い
る
最
中
。

林
業
総
務
費
に
計
上
さ

れ
た
超
過
勤
務
手
当
に

つ
い
て
。
現
在
の
人
員
体
制

は
何
名
か
。
新
た
な
業
務
が

発
生
し
た
の
か
、
ま
た
は
当

初
予
算
の
見
積
り
過
少
か
？

管
理
職
を
除
き
農
政
係

4
名
、
林
政
係
4
名
で

新
年
度
よ
り
1
名
増
と
な
っ

た
。
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
の

木
造
化
、
湯
ら
里
の
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
設
置
関
係
の

業
務
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

当
初
予
算
要
求
時
は
、
新
年

度
の
組
織
見
直
し
の
前
で
あ

っ
た
。

う
声
が
あ
る
が
。

税
負
担
に
関
わ
ら
ず
、

公
正
・
公
平
な
観
点
か

ら
支
援
の
制
度
を
つ
く
っ
て

い
る
。
今
回
新
た
に
内
容
を

見
直
し
提
案
し
て
い
る
。

豪
雨
災
害
で
被
害
を
受

け
た
商
工
業
者
か
ら
は
、

税
金
の
負
担
は
重
い
が
災
害

へ
の
支
援
が
少
し
薄
い
と
い

9
月
会
議

修
正
動
議

災
害
仮
設
住
宅

旅
行
村
へ
の
移
設
計
画
白
紙
へ

▊

9
月
補
正
予
算
審
議

中小企業豪雨災害復旧復興支援予算……5,900万円
プレミアム商品券発行追加予算…………………645万円
青年交流ツアー委託予算（新規）…………………104万円

９月補正額……………………………1億5,898.8万円
補正後の予算総額………… 56億3,815.2万円

主な補正予算による事業

一般会計予算

9月会議

さらなる復興さらなる復興 支援へ予算追加支援へ予算追加
問

問問

答

答答

商
工
業
者
支
援

青
年
交
流
ツ
ア
ー

林
業
人
員
体
制　
　
　
　
　
　
　
　

追加予算が決まった
プレミアム商品券



叫ぶ！只見線復旧　7 月 8 日、福島県町村議会議長会で決議した、東日本大震災、原発事故対策、さらに
は JR 只見線早期復旧特別会議を復興大臣のほか、自民党本部や東京電力に強く要望しました。

「自然首都・只見」推奨産品

9
月
会
議

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

4③

「
新
商
品
開
発
業
務
」を

民
間
会
社
に
委
託
し
て

い
る
が
、
な
に
か
成
果
物
は

で
き
た
の
か
？

25
年
度
は
都
心
部
女
性

へ
の
聞
き
取
り
調
査
に

よ
り
、
無
添
加
で
安
心
・
安

全
を
謳
う
お
土
産
品
で
意
見

が
ま
と
ま
っ
て
き
て
い
る
。

26
年
度
内
に
、
開
発
し
た
新

商
品
を
提
示
で
き
る
予
定
だ
。

只
見
特
産
が
持
つ
施

設
・
設
備
を
産
品
開
発

に
有
効
活
用
し
、
今
後
の
経

営
改
革
に
生
か
せ
な
い
か
？

産
品
開
発
や
産
業
の
六

次
化
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
Ｊ
Ａ
（
農
協
）
に
任

せ
き
り
だ
っ
た
が
、
今
後
は

町
で
も
対
応
を
検
討
し
て
い

る
。

木
の
駅
構
想
事
業
（
地

元
産
材
の
有
効
活
用
と

町
内
循
環
の
仕
組
み
づ
く

り
）
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
た
か
。

検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
5
回
の
審
議
内
容
を

町
長
に
報
告
し
て
い
る
。
課

題
と
し
て
町
内
で
消
費
で
き

る
施
設
を
作
る
こ
と
が
先
で

は
な
い
か
と
考
え
、
湯
ら
里

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

ー
を
導
入
・
検
討
し
て
、
ま

ず
需
要
先
を
作
り
た
い
。

町
内
の
供
給
体
制
に
つ

い
て
の
話
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
？

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。

多
額
な
不
用
額
、
減
額

補
正
が
出
て
い
る
が
、

当
初
予
算
の
際
、
き
ち
ん
と

し
た
見
積
り
が
行
わ
れ
て
い

る
か
。不

用
額
に
つ
い
て
は
豪

雨
災
害
の
林
道
工
事
等

の
入
札
不
調
な
ど
に
よ
る
も

の
が
多
く
、
今
年
度
執
行
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
了

解
願
い
た
い
。
減
額
補
正
に

つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
通
り

当
初
予
算
の
際
、
見
積
り
が

甘
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
今

後
は
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い

き
た
い
。

現
在
、
財
政
調
整
基
金

の
残
高
は
11
億
円
を
超

え
て
い
る
。
町
民
生
活
の
た

め
の
事
業
に
も
っ
と
活
か
し

て
い
く
べ
き
だ
。

今
ま
で
の
実
績
も
理
解

願
い
た
い
。
そ
の
他
の

基
金
の
活
用
も
含
め
て
、
今

後
の
事
業
財
源
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。

3
8
0
万
円
も
か
け
て

作
っ
た
町
の
新
し
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
頻
度
が

低
い
。
も
っ
と
頻
繁
に
更
新

し
、
活
用
す
べ
き
で
は
？

確
か
に
更
新
頻
度
が
十

分
で
な
い
。
役
場
内
で

課
題
を
整
理
し
て
、
よ
り
よ

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
と
改
善

し
て
い
く
。

決
算
特
別
委
員
会各

課
の
事
業
を
細
か
く
審
査
す
る
た
め
、
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
内
容
を
検
証
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
質 疑
応 答

決算特別委員会 平成25年度

町の決算町の決算 総
額
総
額92億円をチェック92億円をチェック予算は

正しく

使われ
たか？

どのような成果があったか？

多
額
な
不
用
額

財
政
調
整
基
金

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新
商
品
開
発
業
務

只
見
特
産

木
の
駅
構
想

問問

問

問問

問

問

答

答 答

答答

答

答



エコなまちづくり　7 月 15 ～ 18 日、大分県日田市で開催された全国森林環境税創設促進議員連盟全国
大会では、地球温暖化対策や地方の財源確保のため新税創設を国に対し求めることとしました。

ヤブに埋もれた会津朝日岳登山道の現状

山
内
代
表
監
査
委
員
に
よ
る

決
算
審
査
報
告

9
月
会
議

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

5 ④

外
来
種
で
観
光
誘
致
を

す
る
つ
も
り
は
な
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
へ
の

活
動
支
援
の
実
態
は
？

経
費
の
か
か
る
実
射
訓

練
等
の
補
助
を
行
い
、

有
害
鳥
獣
類
の
捕
獲
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
町
内
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
効
果

あ
る
対
策
に
努
め
る
。

平
成
23
年
7
月
豪
雨
災

害
で
、
朝
日
岳
の
登
山

道
が
壊
れ
入
山
禁
止
の
状
態

が
続
い
て
い
る
が
、
登
山
道

の
管
理
料
と
は
な
に
か
。

入
山
再
開
を
見
据
え
、

再
開
さ
れ
る
ま
で
の
登

山
道
の
維
持
管
理
を
森
林
組

合
に
委
託
し
て
い
る
。

決
算
特
別
委
員
会

委
託
内
容
、
委
託
料
の
精
査

は
必
要
と
考
え
る
。

外
来
魚
（
主
に
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
）
を
駆
除
す
る

た
め
の
補
助
金
を
出
し
て
い

る
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り

を
利
用
し
た
観
光
誘
致
に
利

用
で
き
な
い
か
？

町
内
に
あ
る
公
衆
ト

イ
レ
の
清
掃
管
理
の

委
託
料
に
差
が
あ
る
の
は
な

ぜ
か
。ト

イ
レ
の
規
模
の
大
小
、

使
用
頻
度
に
よ
っ
て
清

掃
管
理
に
差
が
生
じ
る
の
は

当
然
の
こ
と
だ
。
し
か
し
、

平成25年度 各会計決算

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

一 般 会 計 680,118 654,066 26,052

特
　
別
　
会
　
計

国 保 事 業 52,499 52,021 478

国 保 施 設 41,685 41,589 96

後 期 高 齢 12,961 12,957 4

介 護 保 険 58,779 58,645 134

介 護 老 人 24,963 24,960 3

訪 問 看 護 1,592 1,592 0

地 域 包 括 1,093 1,093 0

簡 易 水 道 24,709 24,704 5

観 光 施 設 15,400 15,400 0

交 流 施 設 5,016 5,016 0

集 落 排 水 33,582 33,582 0

朝日財産区 1,412 257 1,155

合 　 計 953,809 925,882 27,927

決算特別委員会 平成25年度

町の決算町の決算 総
額
総
額92億円をチェック92億円をチェック予算は

正しく

使われ
たか？

どのような成果があったか？

外
来
魚
の
駆
除

有
害
鳥
獣
駆
除
隊

ト
イ
レ
の
清
掃
管
理

問

問

問

問答

答答

答
朝
日
岳
登
山
道

単位：万円



道州制断固反対！　7 月 25 日、福島県議長会は、政府が進めようとしている道州制を町村財政を破綻に
追い込む制度として法制化しないよう政府・自民党に求めることとしました。

9
月
会
議

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

6⑤

診
療
所
と
会
津
医
療
圏

の
病
院
を
結
ぶ
連
携
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
導

入
実
施
後
、
そ
の
後
の
効
果

は
？

協
議
会
で
の
動
き
が
遅

れ
て
い
る
状
況
で
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し
て
い

な
い
。
今
後
の
見
通
し
を
確

認
す
る
。

無
料
コ
ン
ポ
ス
ト
の
配

布
の
仕
方
に
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
？

現
段
階
で
は
無
料
配
布

日
の
開
始
2
時
間
ほ
ど

で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
今

後
区
長
と
も
協
議
を
し
て
各

集
会
施
設
等
で
高
齢
者
に
も

配
慮
し
た
配
付
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
パ
ソ
コ

ン
は
、
リ
ー
ス
よ
り
買

い
替
え
る
方
が
サ
ポ
ー
ト
面

を
考
慮
し
て
も
安
上
が
り
で

は
？

確
か
に
パ
ソ
コ
ン
は
日

進
月
歩
で
進
化
し
て
い

て
安
価
に
な
っ
て
き
て
い
る

た
め
、
今
後
は
購
入
も
検
討

す
る
。

集
落
排
水
事
業
の
収
入

が
前
年
比
減
収
し
て
い

る
。
今
後
の
高
齢
化
の
進
行

に
よ
る
利
用
人
数
の
減
少
と

維
持
管
理
経
費
の
増
な
ど
、

今
後
の
見
通
し
は
？

お
っ
し
ゃ
る
通
り
の
心

配
は
持
っ
て
い
る
。
当

面
老
朽
化
し
た
施
設
を
統
合

す
る
な
ど
、
効
率
化
を
検
討

し
て
い
く
。

今
年
か
ら
三
地
区
振
興

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
子
育
て
広
場
事
業
と

は
？

小
学
校
低
学
年
児
童
の

放
課
後
対
策
事
業
と
し

て
、
毎
週
2
回
三
地
区
あ
わ

せ
て
65
人
の
児
童
が
参
加
し

て
い
る
。
N
P
O
只
見
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
の
専
門
的

資
格
を
持
っ
た
人
が
学
習
指

導
と
運
動
能
力
の
向
上
に
活

動
し
て
い
る
。

民
具
資
料
館
の
計
画
、

日
本
で
3
番
目
に
古
い

五
十
嵐
文
書
の
写
本
や
黒
谷

遺
跡
の
発
掘
調
査
な
ど
、
こ

れ
ら
の
貴
重
な
文
化
資
源
を

今
後
地
域
活
性
に
ど
う
活
用

す
る
か
？

保
存
が
優
先
だ
が
、
活

か
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検

討
し
て
い
く
。

只
見
ス
キ
ー
場
の
雪
崩

防
止
対
策
の
見
通
し

は
？

27
年
度
最
優
先
箇
所
と

し
て
県
に
強
く
要
望
し

て
い
る
。

決
算
特
別
委
員
会

子育て広場事業の様子

明和小学校パソコン授業の様子

事務仕事におわれる診療所スタッフ

問

問

問

問

問

問問

答

答

答

答

答

答答
子
育
て
広
場
事
業

パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス

無
料
コ
ン
ポ
ス
ト

医
療
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

文
化
資
源
の
活
用

只
見
ス
キ
ー
場

集
落
排
水
事
業



祝 20 周年　7 月 27 日、友好都市である千葉県柏市の柏まつりに只見町から商工関係者や柏踊り参加希
望者などが参加しました。今年も柏市の皆さんから温かいおもてなしをいただき感謝しています。なお、
今年で友好都市締結 20 年です。

9
月
会
議

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

7 ⑥

等
が
で
き
な
い
こ
と
や
入
院
、

検
査
、
治
療
に
関
す
る
こ
と

は
医
師
の
判
断
で
行
っ
て
い

る
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た

原
因
は
分
か
ら
な
い
。

診
療
収
入
が
ピ
ー
ク

時
よ
り
約
5
千
万
円

減
収
し
て
い
る
が
、
主
な
原

因
は
？検

査
器
具
が
古
く
な
っ

て
お
り
、
内
視
鏡
検
査

ビ
ス
を
町
民
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
対
処
し
て
ほ
し
い
旨
の

意
見
を
付
し
て
、
原
案
の
と

お
り
認
定
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
こ
と
が
診
療
収
入

減
を
も
た
ら
し
た
点
で
、
決

算
認
定
で
き
な
い
と
の
少
数

意
見
の
留
保
が
あ
り
ま
し
た
。

所
）
特
別
会
計
の
認
定
に
お

い
て
、
活
用
せ
ず
に
い
る
設

備
・
機
器
の
問
題
が
見
受
け

ら
れ
た
た
め
、
執
行
さ
れ
た

予
算
に
対
し
て
相
応
の
サ
ー

意
見
を
付
し
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

関
し
て
は
、
只
見
町
国
民
健

康
保
険
施
設
（
朝
日
診
療

平
成
26
年
9
月
26
日
、
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な

決
算
特
別
委
員
会

平成２６年９月２６日

只見町議会議長 齋藤邦夫 様

決算特別委員会委員長 佐 藤 孝 義

決算特別委員会審査報告書

本特別委員会に付託された議案について、審査の結果を会議規則第７７条の規定により下
記のとおり報告します。

記

決算審査に当っては、「予算を議決した趣旨と目的に従って適正に、そして効率的に執行
されたかどうか。それによってどのように行政効果が発揮できたか」を主眼に審査した。

１． 認定第 １号 平成２５年度只見町一般会計歳入歳出決算の認定について

審査結果 本件については、次の意見を付して原案のとおり認定すべきものと決定した。

①政策的な委託料の執行について、目的や実績等が不明確なものが見受けられる。事業成
果や今後の課題を把握するためにも、予算の段階でしっかりとした計画を立て、行なっ
たことの報告だけで終わらせるのではなく、その結果何を得て、それをどう今後に活か
していくのかという視点での成果報告を出せるよう検討されたい。

②管理職による職員の労務管理が十分でないと見受けられる。各課・各人ごとの勤務状況
を適切に把握するため、きちんとデータ集計し、客観的に分析されたい。超過勤務の上
限目標を設定することで偏重を是正し、業務がスムーズに執り行われるよう、適切な人
員配置に努められたい。

③設立以来活用されていない休眠基金が見受けられる。財政調整基金の積み上げも必要以
上に膨らんできている。町民から集めた税金をタイムリーに町民に還元するための単年
度予算制度である。基金設立時の目的に沿った計画を立案し、有効な基金の活用を図ら
れたい。

決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告
書

診療所で電子カルテを利用する医師

問答 診
療
収
入
の
減
少



つながれ！八十里越　7 月 30 日、八十里越地点開発促進期成同盟会総会終了後、三条市が新潟・福島豪
雨災害を教訓に建設した三条市防災センターを参加議員全員で見学し、改めて豪雨災害に対する対応、対
策の大切さを再認識しました。

只見ホームに新しい施設が隣接される

８月補正額	 4億3,600万円
補正後の予算総額	54億7,900万円

❖町長等の給与に関する条例改正❖
９月１日からの３か月間、町長給与の20％減額が決
定されました。

❖介 護 施 設 整 備 予 算❖
長浜に建設予定の介護施設予算は２億円が増額され、
５億7,976.6万円となりました。これは、南会津会に補
助金として支出され、南会津会が建設事業を行います。

❖新しい役場の実施設計予算 7,845万円❖
基本設計が終わり、より詳細な設計を作る予算です。

❖マイマイガ対策予算 480万円❖
公共施設や各集落に貸し出す高圧洗浄機などを整備する
予算です。

長浜に新設予定の介護施
設は、２度の入札不調と
なっていましたが、予算
を増額して、再度入札が
おこなわれました。

３度の入札

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

8⑦

8
月
会
議
が
8
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
除
雪
ド
ー
ザ
ー
の
財
産
取
得
議
案
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
改
正
1
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
と
く
に
、
長
浜
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
介
護
施
設
の
増
額
予
算
、

マ
イ
マ
イ
ガ
対
策
、
新
庁
舎
設
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
全
員
協
議
会
で
行
わ
れ

た
集
中
審
議
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

8
月
会
議

クローズアップ

条例改正と補正予算の主な内容

一般会計予算

建
設
が
遅
れ
て
い
る
介
護
施
設

２
億
円
増
額
で
再
入
札



目指せ！広域連携　8 月 1 日、国道 401 号改良促進期成同盟会が東京で開催されました。福島県と群馬
県の道路の開設とさかい温泉から昭和村を経由し、会津若松に至る国道道路整備を国に要望しました。

介護施設完成予想イラスト
29床の施設が予定されている

町長給与20％減
介護施設入札不調の責任

マ
イ
マ
イ
ガ

町
民
へ
よ
り
手
厚
い
対
策
を

マイマイガ
ドクガ科の一種。卵は越冬し、
春先にふ化して幼虫となり、数
か月で成虫となる。10年に一
度の周期で大発生し、数年間は
継続する傾向がある。

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

9 ⑧

も
の
だ
。
新
た
に
業
務
を
委

託
し
て
ま
で
行
う
必
要
が
あ

る
の
か
。

過
去
に
も
町
が
発
注
す

る
大
き
な
建
設
事
業
は
、

町
の
技
術
者
を
専
従
に
お
い

て
き
た
が
、
現
在
の
職
員
の

配
置
状
況
か
ら
、
技
術
者
が

足
り
ず
、
今
回
外
部
委
託
で

対
応
し
た
い
。

今
後
、
学
術
研
究
も
必

要
だ
。
対
策
本
部
を
作

る
な
ど
積
極
姿
勢
で
対
策
を

講
じ
て
い
く
べ
き
だ
。

来
年
5
月
ま
で
死
骸
、

卵
の
除
去
対
策
を
中
心

に
取
り
組
む
。
防
犯
灯
・
街

路
灯
の
L
E
D
化
に
も
努
め

た
い
。
情
報
の
収
集
に
努
め

て
万
全
な
対
策
を
と
っ
て
い

き
た
い
。

予
定
価
格
と
最
低
入
札
額
に

1
億
7
0
0
0
万
円
以
上
の

差
が
あ
っ
た
が
、
2
回
目
の
入
札

で
は
、
予
定
価
格
が
約
2
5
0
0
　

万
円
し
か
増
額
さ
れ
て
な
い
。
そ

れ
が
入
札
不
調
を
ま
ね
き
、
建
設

の
遅
れ
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
？詳

細
設
計
を
し
直
し
、
今
回

の
補
正
予
算
の
お
願
い
と
な

っ
た
。
南
会
津
会
の
不
手
際
は
あ

っ
た
。こ

の
事
態
を
だ
れ
も
責
任
を

取
ら
ず
に
進
め
て
い
い
の
か
。

補
助
金
を
出
し
た
町
側
の
責

任
、
事
務
を
執
行
し
た
南
会

津
会
の
理
事
と
し
て
の
責
任
は
重

く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
庁
舎
設
計
支
援
委
託

業
務
5
5
0
万
円
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
う
業
務
委
託
か
。

実
施
設
計
業
者
と
技
術

的
な
相
談
や
提
案
を
町

の
立
場
で
し
て
も
ら
う
た
め

の
委
託
業
務
だ
。

設
計
業
者
は
、
当
然
町

の
立
場
で
設
計
を
行
う

マ
イ
マ
イ
ガ
の
公
共
施

設
の
対
策
は
理
解
し
た

が
、
一
般
町
民
へ
の
対
策
が

不
十
分
で
は
な
い
か
。

今
回
は
、
異
常
発
生
で

産
み
付
け
ら
れ
た
卵
の

除
去
を
優
先
で
予
算
を
お
願

い
し
た
。
今
後
事
態
の
変
化

を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

こ
の
対
策
に
総
合
的
に

対
処
す
る
司
令
塔
と
な

る
部
署
は
ど
こ
か
。

予
算
は
、
各
課
ご
と
に

お
願
い
し
て
い
る
が
、

環
境
整
備
課
が
こ
の
対

策
の
所
管
課
と
な
る
。

8
月
会
議

8 月会議

問

問

問

問問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

叶
津
集
落
で
行
わ
れ
た

マ
イ
マ
イ
ガ
の
除
去
作
業

役
場
新
庁
舎

役
場
設
計
支
援
委
託
業
務

は
必
要
か

建設予定地で進められている宮前遺跡発掘調査



ファガス・ハヤタエ　8 月 3 日、湯ら里で只見ユネスコエコパーク登録記念シンポジウム開催。他の登録
地域の事例を学べる非常にいい機会でした。台湾の専門家も来町し、英語通訳を交えてのなかなか本格的
な半国際会議（!?）でした。台湾ブナの学名は Fugus hayatae。日本人の早田さんが名前の由来とか。

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

10⑨

只
見
町
の
将
来
の
最
重
要

振
興
対
策
と
の
位
置
付
け
で
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ま
な
い
と
賞
味
期
限
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
急

に
作
成
し
、
町
と
議
会
双
方

の
共
通
認
識
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
誰
に
で

も
解
か
り
や
す
く
動
き
が
見

え
る
取
り
組
み
を
望
み
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

登
録
を
受
け
、
今
後
、
教

育
・
環
境
旅
行
な
ど
、
子
ど

も
の
受
け
入
れ
に
力
を
入
れ

て
い
く
た
め
に
、
豪
雨
災
害

後
建
設
さ
れ
た
仮
設
住
宅
の

再
利
用
に
つ
い
て
、
青
少
年

旅
行
村
へ
の
移
設
が
検
討
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

3
度
の
委
員
会
で
審
議
が

委
員
会
活
動

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
既
存
の

バ
ン
ガ
ロ
ー
が
老
朽
化
し
、

今
後
の
施
設
整
備
の
必
要
性

は
理
解
で
き
る
こ
と
か
ら
継

続
し
て
調
査
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

な
お
、
9
月
会
議
に
お
い

て
、
こ
れ
に
係
る
地
質
調
査
、

設
計
委
託
料
が
減
額
修
正
さ

れ
ま
し
た
。

▊

経
済
文
教
常
任
委
員
会

▊

経
済
文
教
常
任
委
員
会

▊

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

 

旅
行
村
で
の
活
用
は
再
検
討
を

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
取
り
組
み
を

災
害
仮
設
住
宅

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を

紹
介
す
る
企
画
展
の
ポ
ス
タ
ー

只見町公認自然ガイド研修の様子

委 員 会
リポート

ユネスコエコパークを
起爆剤とした

観光振興策の青写真が
早く欲しいなあ……



会津はひとつ　8 月 7 日、全会津商工観光推進大会が金山町の御神楽館で開催され、原発の廃炉や会津の
観光振興、東京五輪の誘客とインフラ整備として、JR 只見線復旧が大会決議されました。

研 修
リポート

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

11 ⑩

〈
日
時
〉
平
成
26
年
7
月
22

日
～
24
日

〈
視
察
場
所
〉
新
潟
県
聖
籠

町
議
会
、
岩
手
県
金
ヶ
崎
町

議
会
、
宮
城
県
大
和
町
議
会
、

山
形
県
川
西
町
議
会

〈
目
的
〉
一
人
で
も
多
く
の

方
に
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
、

町
民
目
線
の
わ
か
り
や
す
い

議
会
広
報
誌
作
り
の
た
め
に
、

平
成
25
年
度
議
会
広
報
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
4
つ
の

町
議
会
を
訪
問
し
、
情
報
交

換
す
る
こ
と
。

〈
内
容
〉
4
町
議
会
の
広
報

紙
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、

一
見
し
て
内
容
を
把
握
で
き

る
見
出
し
の
こ
だ
わ
り
方
、

町
民
を
上
手
に
巻
き
込
ん
で

の
誌
面
作
り
、
簡
潔
か
つ
要

点
の
つ
か
め
る
文
章
、
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
の
多
用
や
見
や

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情
報
発

信
・
提
供
が
で
き
る
体
制
づ

く
り
の
必
要
性
を
実
感
。

ほ
か
に
、
全
国
町
村
会

「
ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村

全
国
協
議
会
」
に
お
も
む
き
、

市
町
村
の
財
源
確
保
対
策
等

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

➡
医
師
の
恒
久
的
確
保
の
た

め
、
職
場
環
境
・
待
遇
の
改

善
、
診
療
ス
タ
ッ
フ
と
行
政

の
信
頼
関
係
確
立
を
目
指
す
。

只
見
町
に
適
し
た
診
療
所
運

営
の
あ
り
方
を
、
様
々
な
運

営
体
制
を
検
討
し
な
が
ら
、

二
度
と
医
師
不
在
の
町
に
し

な
い
取
り
組
み
を
し
て
い
く

決
意
で
す
。

防
災
拠
点
施
設
の
あ
り
方

と
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

➡
災
害
時
の
情
報
の
管
理
・

集
約
の
重
要
性
、
安
心
・
安

全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の

情
報
の
共
有
化
、
住
民
へ
の

〈
日
時
〉
平
成
26
年
7
月
9

日
～
11
日

地
域
医
療
振
興
協
会
の
運

営
状
況
と
へ
き
地
医
療
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
、

朝
日
診
療
所
の
今
後
の
運
営

広
報
紙
の
編
集
に
携
わ
る

こ
と
で
議
会
活
動
を
反は
ん

芻す
う

す

る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
改
め
て
議
会
に
つ

い
て
気
づ
く
こ
と
も
多
く
、

議
会
活
動
へ
そ
の
ま
ま
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
け
る
広

報
委
員
会
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
、
そ
し
て

何
よ
り
も
、
町
民
目
線
で
の

誌
面
作
り
へ
の
こ
だ
わ
り
が

随
所
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

視
察
全
般
を
通
し
て
、
や

は
り
議
会
そ
の
も
の
の
充
実

な
し
に
中
身
の
あ
る
広
報
誌

は
作
れ
な
い
こ
と
を
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

委
員
会
活
動

「
公
益
社
団
法
人
地
域
医

療
振
興
協
会
」

「
東
京
臨
海
広
域
防
災
公

園
」

▊

議
会
広
報
特
別
委
員
会

▊
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

一
人
で
も
多
く
の
人
に

読
ん
で
も
ら
い
た
い

診
療
所
の
今
後
の

経
営
の
あ
り
方
を
考
え
る

防
災
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー

ム
の
視
察

宮城県大和町議会



急げ！道路開発　8 月 8 日、会津総合開発協議会では、会津縦貫南道路の整備促進（会津若松～南会津町
田島）を国土交通省などの関係機関や国会議員に対し、要望活動を行ってきました。

只見線への熱い思いを語る

▼只見ユネスコエコパークラッピング車両
9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

12⑪

8
月
18
日
、
JR
東
日
本
主

催
の
只
見
線
地
元
説
明
会
が

商
工
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
議
員
代
表
5
名
（
副
議

長
及
び
各
委
員
会
委
員
長
）、

町
民
代
表
10
名
が
そ
れ
ぞ
れ

只
見
線
へ
の
思
い
を
語
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
只
見
線
は
当
た

り
前
の
よ
う
に
存
在
し
て
き

た
た
め
、
右
肩
下
が
り
の
乗

客
数
を
黙
っ
て
見
過
ご
し
て

き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
豪
雨
災
害
を
き
っ
か
け

に
町
民
の
意
識
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
今
で
は
全

町
・
全
沿
線
地
域
を
上
げ
て

乗
客
数
増
加
へ
の
様
々
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
で
今
年
は
、
乗
客

数
が
確
実
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
只
見
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
、
新
庁

舎
建
設
、
駅
前
通
り
の
活
性

化
、
鉄
道
博
物
館
構
想
な
ど
、

駅
前
を
刷
新
す
る
事
業
を
こ

れ
か
ら
次
々
と
打
ち
出
し
て

い
く
予
定
で
す
。
ま
さ
に
観

光
振
興
を
こ
れ
か
ら
積
極
的

え
ま
し
た
。
先
に
行
わ
れ
た

金
山
町
で
の
住
民
説
明
会
で
、

10
月
中
に
は
結
論
を
出
す
旨

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
国

会
議
員
連
盟
が
発
足
し
た
ば

か
り
で
も
あ
り
、
結
論
を
急

が
な
い
で
欲
し
い
こ
と
を
伝

え
、
閉
会
と
し
ま
し
た
。

に
図
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
今
、
交
流
人
口
増
加
に
只

見
線
は
欠
か
せ
な
い
存
在
な

の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
に
と
っ
て
は
、
膨
大

な
復
旧
工
事
費
用
以
上
に
、

運
行
す
る
だ
け
で
毎
年
累
積

し
て
い
く
ば
か
り
の
赤
字
が

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
1
日
の
乗
客
数
5
0
0
人
」

が
、
廃
線
か
否
か
の
分
岐
点

で
す
。
町
と
地
域
の
努
力
次

第
で
は
こ
の
数
字
が
無
理
だ

と
は
思
い
ま
せ
ん
。
町
民
の

意
識
が
変
わ
っ
た
今
、
V
字

回
復
を
目
指
し
て
本
気
に
な

っ
て
観
光
振
興
を
図
り
、
乗

客
数
増
加
に
努
め
て
い
く
の

で
す
。
過
去
の
デ
ー
タ
だ
け

で
見
捨
て
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
未
来
に

賭
け
て
欲
し
い
と
訴
え
ま
し

た
。Ｊ

Ｒ
と
し
て
も
、
ダ
イ
ヤ

の
改
善
、
会
津
若
松
ま
で
の

所
要
時
間
短
縮
、
新
幹
線
と

の
連
結
改
善
、
首
都
圏
へ
の

よ
り
一
層
の
Ｐ
Ｒ
等
、
企
業

努
力
を
し
て
ほ
し
い
旨
を
伝

議
会
活
動

国道289号線八十里越

5年後の暫定供用を目指して
三条市
下　田

国道289号線八十里越概要図

結論を急がないで！

平成26年7月29日、新潟県三条市下田漢
学の里「諸橋徹次記念館」において「国道
289号線八十里越地点開発促進期成同盟会」
総会が開催されました。
両県の関係者が、新潟県側の工事箇所4号

橋梁から5、6号トンネルの視察を行い、工
事の進捗状況を国土交通省の担当者より説明
を受けました。その後、国土交通省北陸地方
整備局所長、各県の土木部、関係機関より事
業説明がされ、総会の席においては「あと

10年あと10年と言って
きたが、本当に何年待て
ば供用開始できるのか」
といった質問が出され、
関係機関の方々も対応に
苦慮されていました。
目黒只見町長より、5
年後の暫定供用を目指し
て工事を進めて頂きたい
との要望決議文が読み上
げられ、満場一致で賛成
し閉会しました。



真に必要とする道路整備を　8 月 8 日、只見・金山・昭和県道改修促進期成同盟会総会が只見町で開催さ
れ、福島県から管内県道の整備計画などの説明を受け、今後の整備促進を要望しました。

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

13 ⑫

〈
理
由
〉

雇
用
労
働
者
が
安
定
的
な

雇
用
と
公
正
な
処
遇
の
下
で

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
、

日
本
経
済
・
社
会
の
持
続
的

成
長
の
た
め
必
要
な
も
の
と

判
断
し
た
。❖　

　
❖

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福

島
県
連
合
会

南
会
津
地
区
連
合
会
議
長

渡
部
訓
正

審
査
結
果
　
採
　
択

〈
理
由
〉

社
会
保
障
、
環
境
対
策
な

ど
、
地
方
自
治
体
が
担
う
役

割
は
年
々
拡
大
し
て
お
り
、

安
定
的
か
つ
地
域
遍
在
性
の

小
さ
い
地
方
税
財
源
を
確
立

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
判
断
し
た
。

択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
国
と
し
て
法

整
備
の
実
現
が
必
要
と
判
断

し
た
。

❖　
　
❖

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福

島
県
連
合
会

南
会
津
地
区
連
合
会
議
長

渡
部
訓
正

審
査
結
果
　
採
　
択

請
願
者

社
団
法
人
福
島
県
聴
覚
障
碍

者
協
会
会
長　
吉
田
正
勝

福
島
県
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡

協
議
会
会
長　
佐
藤
政
昭

福
島
県
手
話
通
訳
問
題
研
究

会
会
長　
清
水
久
美
子

審
査
結
果
　
採
　
択

〈
理
由
〉

手
話
は
、
音
声
言
語
と
対

等
な
言
語
で
あ
る
。
意
思
疎

通
の
た
め
の
手
段
と
し
て
選

は
、
急
傾
斜
地
に
点
在
し
、

舗
装
率
も
全
集
落
中
下
位
の

ほ
う
で
す
。
要
望
路
線
の
う

ち
、
と
く
に
急
こ
う
配
で
土

砂
が
流
れ
や
す
い
大
久
保
幹

線
農
道
、
花
卉
団
地
に
つ
な

が
る
川
和
久
幹
線
農
道
は
、

今
後
継
続
し
た
舗
装
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
委
員
会

の
結
論
で
す
。

そ
の
他
、
大
田
、
夕
沢
な

ど
の
要
望
路
線
も
、
全
集
落

の
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
、

集
落
舗
装
率
の
均
衡
は
、
今

後
あ
る
程
度
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
全
集
落
の
問
題

こ
の
陳
情
の
内
容
は
、
今

後
高
齢
化
が
一
層
進
む
中
で
、

全
集
落
に
関
わ
る
重
要
な
内

容
で
あ
る
た
め
採
択
す
べ
き

と
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後

の
本
会
議
で
全
会
一
致
で
こ

の
委
員
会
の
報
告
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

し
い
と
い
う
要
望
で
す
。

各
振
興
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
集
落
の
総
点
検
を
改
め
て

行
い
、
暮
ら
し
に
密
着
し
た

事
業
の
検
討
が
今
後
さ
ら
に

重
要
だ
と
の
委
員
会
の
結
論

で
す
。

ま
た
、
布
沢
集
落
の
農
道

審
査
結
果
　
採
　
択

〈
理
由
〉

こ
の
陳
情
は
、
集
落
の
生

活
実
態
を
役
場
に
も
っ
と
分

か
っ
て
も
ら
う
た
め
の
集
落

点
検
の
強
化
、
集
落
農
道
の

舗
装
整
備
計
画
を
示
し
て
ほ

陳
情
・
請
願

6
月
27
日
に
行
っ
た
布
沢
地
区
の

現
地
調
査
の
様
子

高
齢
化
す
る
集
落
の
見
回
り
強
化
を

布沢地区陳情箇所の現状

布
沢
集
落
の
幹
線
農
道
舗
装
と
集
落
見
回
り

機
能
強
化
の
お
願
い

手
話
言
語
法
制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
書

労
働
者
保
護
ル
ー
ル

の
改
悪
反
対
を
求
め

る
意
見
書
提
出
の
陳

情
に
つ
い
て

地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
陳
情
に
つ

い
て

陳情・請願陳情・請願



万が一に備えて　8 月 12 日、南会津広域市町村圏組合議会では、管内消防施設や緊急時の対応など広域
消防体制改善の参考とするため、議員全員で施設を視察しました。

教えて！ 議会のこと Vol.1

只見町キャラクター ©Tadami

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

一
般
質
問

14⑬

教
え
て
議
会
の
こ
と

みんなに代わって只見町のキャラクターたちが聞いてくれました。

委員会ってどんなこと
してるの？

イワっぺ

ブナりん

アカショウちゃん

ブナりん　総務厚生常任委員会っ
てどんなことをしているの？
大塚委員長　行財政、保健福祉、
地域づくり関係など、幅広く町の
運営に関することを調査している
んだよ。

ブナりん　少し難しすぎるよ～。もう少し僕たち
にもわかるように教えて。
大塚委員長　ごめん、ごめん。もう少しわかりや
すくね。町の1年間の予算や財産がちゃんと管理・
運営されているか調べたり、みんなが、お腹が痛
くなったり、虫歯になったりしたときにお世話に
なる朝日診療所が、きちんと運営されているかチ
ェックしたり、困っているお年寄りたちを町がち
ゃんとサポートできる仕組みを整えるように働き
かけもするんだ。みんなが少しでも住みよい町に
なるように、役場の人たちと相談しながら、町が
間違ったことをしていないか常に見守っているん
だよ。あとね、今年6月に登録になった「ユネス
コエコパーク」についても、町がちゃんとこれを
活かせるように働きかけてもいるよ。そうそう、
大切なことがもうひとつ。経済文教委員の人たち
と、JR只見線をどうしたら元通りにしてもらえ
るのかを一生懸命に考えて活動しているよ。

アカショウちゃん　経済文教常任委
員会は？

目黒委員長　えっとね、町の会社、工場、お店な
どの商工業、がんばっている農家を応援する事業
とか、町の緑がちゃんと管理されているかの調査
もするよ。スキー場や湯ら里、キャンプ場などの
観光施設がより繁盛して賑わい、町が元気になる
ために町がちゃんと支援しているか、アイディア

を出しながら町の政策を検証したり。豪雨災害で
壊れた林道もきちんと復旧されるように働きかけ
たり。皆さんの住まいや生活環境、土木工事、冬
にみんながお世話になっている除雪作業や上下水
道のこともね。あとね、子どもたちがいい教育を
受けられるように、小・中学校のことを調べて意
見もするし、只見高校が今後も存続できるように
一生懸命対策を話し合ったりしているよ。それか
らね、町民の皆さんから「不便な道路や側溝など
を直してください」なんていう、陳情（お願い）
もたくさん来るんだ。だから、現地を見に行って、
早く対応してもらわないと困るようなところは、
急いで対応して欲しいと、皆さんに代わって町に
お願いするんだよ。

イワっぺ　議会広報特別委員会は
何してるの？

石橋委員長　一番大変なのは、議会だよりを作る
ことね。何が大変って、大人だけでなく中学生に
でもわかりやすい議会だよりにして、みんなが
「読みたい！」と思ってくれるような誌面にする
ためにはどうしたらいいかが一番大変。それから
ね、年2回、議会でどんなことをやっているのか
を町民の皆さんに報告する「議会報告会」を開い
ていたんだけど。この次からは「一般会議」とい
う、皆さんとの意見交換の場にしたいと考えてい
るのよ。
イワっぺ　ねぇ、その一般会議って、な～に？
石橋委員長　集落の皆さんや婦人会、若い人たち
と議員が自由に話し合いできる会よ。各地区の振
興センターにお願いして、議員の人たちといろん
な話し合いをしてみたい集落や団体を募集しよう
と思っているの。イワっぺも来てね！

9月会議一般質問
10人の議員が登壇



大人への第一歩　8 月 15 日、只見町成人式が季の郷湯ら里で開催され、新成人 41 名に成人証書が授与
されました。来賓祝辞、先輩や家族からの激励のメッセージが贈られ新成人の門出を祝いました。15 ⑭

▊鈴 木 　 征… ………………………  21
只見線復旧に向けた取り組みは
只見振興センターの規模は
萬代橋の一日も早い復旧を

▊藤 田 　 力… ………………………  22
豪雨災害、時効中断催告の対応は
ふるさと納税で町を活性化すべき

▊中 野 大 徳… ………………………  23
町内農産物の支援策は
集会施設の利用促進策は

▊山岸フミ子… ………………………  24
介護保険法改正による町の政策は
学童保育の検討経過は
子育て新制度による影響は

▊石橋明日香… ………………………  25
景観意識を高める啓発活動が不足
ＥV充電ステーションの設置を
ネットを活用した医療連携を

▊酒 井 右 一… ………………………  16
被災町民からの催告書の対応は
朝日診療所の内視鏡検査再開は

▊大塚純一郎… ………………………  17
マイマイガの駆除を
介護予防活動の実態と今後は
「道の駅」の進捗状況は

▊新 國 秀 一… ………………………  18
水害発生時に協定書はあったのか
町の住宅政策が見えない
災害復興基金の見通しは

▊小 沼 信 孝… ………………………  19
ユネスコエコパーク認定をどう活かす
放射性物質測定の現状は

▊目 黒 仁 也… ………………………  20
全町の街路灯をLED化へ
町の将来について真剣議論を

◦質問した議員順に掲載しております。
◦1議員1ページの割り当てとなっているため、ページの都合上、質問・答弁はその概要を掲載しております。

9月会議一般質問
10人の議員が登壇



線路よ続け、どこまでも…　8 月 18 日、JR 東日本主催の只見線地元説明会が開かれました。議員代表 5 名、
町民代表 10 名がそれぞれ只見線への熱い想いを思う存分 JR にぶつけました。只見線の歴史に思いを馳せ、
未来に夢を見た会でした～。

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

16⑮

る
。
ま
た
、
診
療
業
務
を
見

直
せ
ば
内
視
鏡
検
査
を
継
続

で
き
る
と
い
う
内
部
意
見
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。
あ
れ
か
ら

1
年
半
、
町
長
は
事
態
打
開

の
た
め
に
何
を
さ
れ
た
か
？　

広
報
た
だ
み
と
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
看
護
師
の
募
集
を
し

た
以
外
に
な
い
。
努
力
し
た

と
言
わ
れ
る
が
、
最
高
責
任

者
・
只
見
町
長
の
努
力
の
内

容
を
知
り
た
い
。

町
長　
学
校
訪
問
、
病
院
と

の
情
報
交
換
会
な
ど
取
り
組

ん
で
き
た
。

問　
診
療
収
入
は
極
端
に
減

り
、
受
診
件
数
も
減
っ
た
。

町
長
か
ら
具
体
的
な
説
明
が

な
け
れ
ば
、
検
査
休
止
の
長

期
化
と
診
療
所
の
衰
退
は
町

長
の
「
不
作
為
」
に
よ
り
起

き
た
と
考
え
る
し
か
な
い
。

不
作
為
が
あ
れ
ば
決
算
を
認

定
で
き
な
い
。

要
も
あ
る
。
来
年
の
当
初
か

ら
再
開
す
る
予
定
だ
。

問　
去
年
の
3
月
、
当
時
の

診
療
所
長
は
こ
の
事
態
を
予

測
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
町

長
に
「
地
域
医
療
崩
壊
の
危

機
が
来
る
」
と
警
告
し
て
い

問　
朝
日
診
療
所
は
現
在
内

視
鏡
検
査
に
よ
る
診
察
・
診

断
を
休
止
し
て
い
る
が
な
ぜ

か
。

町
長　

検
査
す
る
た
め
の

「
人
や
機
材
」
が
整
わ
な
い
。

医
師
や
職
員
の
再
研
修
の
必

問　
民
法
1
5
3
条
に
つ
い

て
事
務
方
か
ら
説
明
を
受
け

た
。
被
災
町
民
が
時
効
を
中

断
さ
せ
て
町
長
に
洪
水
被
害

の
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
と

い
う
も
の
だ
。
当
時
、
議
会

は
災
害
調
査
報
告
書
を
ま
と

め
た
。
町
長
は
被
災
者
か
ら

催
告
を
受
け
る
理
由
が
あ
る

と
解
釈
で
き
る
。
被
災
者
は

法
定
期
限
内
に
損
害
賠
償
請

求
を
行
う
と
考
え
ら
れ
る
。

町
長
は
被
災
町
民
と
争
う

（
戦
場
で
あ
い
ま
み
え
る
）

と
い
う
こ
と
か
。

町
長　
そ
れ
も
含
め
、
次
の

通
告
を
分
析
し
な
け
れ
ば
議

会
に
相
談
し
な
い
。

問　
報
道
に
よ
る
と
、
本
年

7
月
、
被
災
町
民
1
7
6
名

及
び
5
事
業
所
は
民
法

1
5
3
条
＊
を
根
拠
と
す
る

催
告
書
を
町
長
に
提
出
し
た

と
さ
れ
る
。
事
実
か
。

町
長　
事
実
だ
。

問　
催
告
書
の
コ
ピ
ー
を
議

会
に
配
布
し
、
催
告
の
効
力

と
趣
旨
を
説
明
さ
れ
た
い
。

町
長　
で
き
な
い
。

問　
受
け
取
っ
た
時
、
な
ぜ

す
ぐ
に
議
会
に
相
談
を
し
な

か
っ
た
の
か
。

町
長　
催
告
の
趣
旨
や
全
容

が
分
か
ら
な
い
か
ら
だ
。

一
般
質
問

酒さ
か

井い

右ゆ
う

一い
ち  

議
員

被災町民からの催告書
の対応は
町長―通告を分析し相談する

朝
日
診
療
所
の
内
視
鏡
検
査
再
開
は

町
長
―
来
年
当
初
か
ら
再
開
を
予
定

議員の
つぶやき

聞いたことに
ちゃんと

答えてけろや

朝日診療所の受付風景

＊民法153条……催告による時効の中断について規定するもの。



南会津はひとつ　8 月 19 日、南会津地方町村議会議員大会決議事項として、只見線の早期復旧、河川流
水占用料の地元還元、県道小林・舘ノ川線の整備促進など当面する課題を南会津地方振興局長のほか、各
出先機関の長に要望いたしました。

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

17 ⑯

大お
お

塚つ
か

純じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う  

議
員

問　
産
業
の
六
次
化
の
集
約

と
し
て
道
の
駅
整
備
は
欠
か

せ
な
い
事
業
で
あ
る
。
開
設

ま
で
の
事
業
計
画
、
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
せ
。

町
長　
平
成
25
年
度
に
基
本

構
想
検
討
懇
談
会
を
組
織
し
、

構
想
策
定
業
務
委
託
成
果
報

告
書
に
よ
り
基
本
構
想
を
つ

く
り
、
平
成
26
年
度
に
基
本

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

問　
ス
ピ
ー
ド
感
が
問
わ
れ

て
い
る
。
1
日
も
早
い
具
体

的
な
政
策
展
開
が
必
要
だ
が
、

3
月
会
議
で
質
問
し
た
「
道

の
駅
設
立
準
備
室
」
の
設
置

は
い
つ
行
う
の
か
。

町
長　
よ
り
多
く
の
地
域
住

民
が
関
わ
り
、
よ
り
多
く
の

観
光
客
が
集
ま
る
只
見
型

「
道
の
駅
」
の
整
備
実
現
に

向
け
て
計
画
的
に
進
め
て
い

く
。

向
上
、
栄
養
改
善
、
認
知
機

能
の
維
持
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
。
他
に
「
お
た
っ
し

ゃ
教
室
」「
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
教
室
」
を
実
施
し
て
い

る
。

問　
活
動
団
体
、
支
え
あ
い

の
会
の
育
成
と
活
動
拠
点
施

設
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長　
各
地
区
集
会
所
を
拠

点
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
」

等
の
支
援
を
し
て
い
く
。

問　

少
子
・
過
疎
・

高
齢
化
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
只
見
町

の
現
状
で
、
待
っ
た

な
し
の
高
齢
者
福
祉

を
考
え
る
と
き
、
現

在
に
お
け
る
活
動
実

態
と
今
後
の
計
画
を

示
せ
。

町
長　
「
ゆ
う
悠
ク

ラ
ブ
」
を
あ
さ
ひ
ヶ

丘
に
お
い
て
実
施
し

て
い
る
。
介
護
の
必

要
な
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
、
運
動
機
能

高
所
作
業
車
を
使
用
し
た
卵

塊
駆
除
を
行
っ
て
い
る
。

問　
来
年
の
マ
イ
マ
イ
ガ
の

発
生
を
可
能
な
限
り
予
防
す

る
た
め
、
卵
塊
の
う
ち
に
で

き
る
だ
け
除
去
す
る
必
要
が

あ
る
。
今
後
の
対
策
事
業
に

つ
い
て
問
う
。

町
長　
降
雪
前
に
高
所
や
物

陰
な
ど
の
駆
除
、
積
雪
期
を

利
用
し
た
高
所
の
駆
除
、
春

の
幼
虫
発
生
に
向
け
た
駆
除

方
法
の
周
知
等
を
行
う
。

	

問　
8
月
会
議
に
お
い
て
、

4
8
0
万
2
千
円
の
委
託
料

や
集
落
支
援
策
が
議
決
決
定

さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
具
体
的

な
実
行
内
容
と
効
果
を
問
う
。

町
長　
①
三
集
落
の
盆
踊
り

等
で
使
用
す
る
提
灯
の

L
E
D
化
を
行
っ
た
。
②
高

圧
洗
浄
機
等
を
三
地
区
振
興

セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、
集
落

内
の
卵
塊
駆
除
等
に
活
用
し

て
い
る
。
③
湯
ら
里
及
び
む

ら
湯
の
外
壁
等
に
つ
い
て
、

一
般
質
問

マ
イ
マ
イ
ガ
の
駆
除
を

町
長
―
効
果
的
な
対
策
に
当
た
る

介護予防活動の
実態と今後は
町長―町事業へ参加の

促進を図る

「
道
の
駅
」の
進
捗
状
況
は

町
長
―
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る

議員の
つぶやき

暖
の れ ん

簾に腕押しだ～

「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」の
様
子



南会津の防災力強化を　8 月 25 日、南会津地方広域市町村圏組合議会定例総会が開催され、消防職員の
定数 2 名増員、火災予防条例の一部の改正、補正予算が審議されました。

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

18⑰

商
品
券
に
追
加
、
中
小
企
業

等
災
害
復
興
支
援
、
農
業
振

興
事
業
、
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
改

修
、
只
見
沢
休
憩
所
改
修
、

旅
行
村
整
備
へ
の
基
金
の
活

用
を
考
え
て
い
る
。
基
金
の

処
分
は
26
年
度
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
処
分
期
間
の
延
長

に
つ
い
て
県
と
協
議
し
て
い

問　
災
害
復
興
基
金
の
現
在

の
推
移
と
今
後
見
通
し
は
？

町
長　
被
災
者
生
活
再
建
支

援
に
1
7
5
件
、
3
億
7　

3
0
0
万
余
を
執
行
。
防
災

無
線
L
A
N
整
備
に
1
億　

6
千
万
円
、
ス
ー
パ
ー
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
に
1
0
6　

0
万
、
今
後
は
プ
レ
ミ
ア
ム

問　
災
害
復
興
基
金
の
現
在

の
推
移
と
今
後
見
通
し
は
？

町
長　
被
災
者
生
活
再
建
支

援
に
1
7
5
件
、
3
億
7　

3
0
0
万
余
を
執
行
。
防
災

無
線
L
A
N
整
備
に
1
億　

6
千
万
円
、
ス
ー
パ
ー
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
に
1
0
6　

0
万
、
今
後
は
プ
レ
ミ
ア
ム

き
た
い
。

問　
基
金
の
使
い
道
は
町
民

が
分
か
る
よ
う
に
広
報
た
だ

み
を
使
っ
て
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

※
他
に
小
規
模
水
力
発
電
と

町
職
員
の
超
過
勤
務
手
当

に
つ
い
て
も
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

た
住
宅
の
提
供
等
、
冬
期
間

の
住
宅
管
理
に
係
る
克
雪
対

策
事
業
を
継
続
し
て
行
う
。

次
に
堂
間
下
地
区
に
つ
い
て
、

現
在
整
地
工
事
に
向
け
た
手

続
き
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
若
者
定
住
対
策
に
結
び
つ

く
新
た
な
る
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

基
づ
き
通
報
・
周
知
等
は
、

問
題
な
く
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

問　
町
の
住
宅
政
策
が
見
え

て
こ
な
い
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
？

町
長　
今
後
の
町
の
住
宅
政

策
と
し
て
は
、
町
営
住
宅
の

ス
ト
ッ
ク
を
効
果
的
に
修
繕
、

改
修
を
進
め
、
住
居
環
境
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
老
朽

化
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
民
間
資
本
を
活
用
し

問　
ダ
ム
放
流
時
の
通
報
並

び
に
住
民
へ
の
周
知
等
に
関

す
る
協
定
書
は
締
結
し
た
の

か
？

町
長　
平
成
23
年
7
月
の
災

害
当
時
、
電
源
開
発
（
株
）

と
双
方
で
確
認
し
た
結
果
、

明
文
化
さ
れ
た
も
の
は
存
在

し
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ

て
い
た
が
、
24
年
6
月
25
日

に
改
め
て
締
結
し
た
。

問　
本
年
7
月
の
水
害
時
に

は
協
定
書
に
基
づ
い
た
連
絡
、

住
民
へ
の
通
報
通
知
等
は
十

分
に
実
行
で
き
た
か
？

町
民
生
活
課
長　
協
定
書
に

一
般
質
問

水害発生時に協定書は
あったのか
町長―発生当時はなかった

町
の
住
宅
政
策
が
見
え
な
い

町
長
―
民
間
資
本
の
活
用
な
ど
検
討
す
る

災
害
復
興
基
金
の
見
通
し
は

町
長
―
期
間
の
延
長
を
県
と
協
議
す
る

議員の
つぶやき

小水力は
やる気ね～のが
よくわかった

建設中の民間アパート

只
見
川
沿
い
に
立
つ
新
潟
・

福
島
豪
雨
最
高
水
位
柱

新に
っ

國く
に

秀ひ
で

一い
ち  

議
員



町村議会の重要性を認識　8 月 27 日、県下町村議会正副議長・事務局長研修会が福島市で開催されました。
研修のなかで、一橋大学教授である辻琢也氏から「町村事務の専門化により安易な業者委託が増加し、契
約の適正化が求められている。ますます町村議会の役割が重要である」と指摘をされました。

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

19 ⑱

し
て
耕
作
し
て
も
ら
い
、
山

菜
な
ら
シ
ー
ズ
ン
前
に
検
査

を
し
て
周
知
し
て
も
ら
い
た

い
。

農
林
振
興
課
長　
確
か
に
検

査
結
果
の
公
表
が
遅
れ
た
の

は
事
実
で
す
の
で
今
後
は
結

果
が
出
次
第
す
ぐ
に
公
表
し

て
行
き
た
い
。

問　
ま
だ
ま
だ
安
心
で
き
る

状
態
で
な
い
の
で
、
今
後
も

検
査
等
を
続
け
て
頂
き
た
い
。

町
長　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
と
も
関
連
す
る
事
な
の
で

引
き
続
き
や
る
べ
き
事
は
や

っ
て
い
き
た
い
。

問　
山
や
川
の
放
射
性
物
質

検
査
を
し
て
、
安
心
で
安
全

な
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

と
言
わ
れ
た
が
、
実
施
さ
れ

て
い
る
の
か
。

町
長　
昨
年
度
、
農
地
80
地

点
、
今
年
度
30
地
点
、
山
林

土
壌
は
昨
年
度
33
地
点
調
査

し
た
が
、
結
果
は
い
ず
れ
も

十
分
低
い
数
値
で
あ
っ
た
。

結
果
も
お
し
ら
せ
版
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い

る
。

問　
検
査
公
表
時
期
が
遅
い

よ
う
だ
が
、
農
地
で
あ
れ
ば

耕
作
前
に
お
知
ら
せ
し
安
心

ま
た
も
う
少
し
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
散
策
コ
ー
ス
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長　
そ
こ
が
重

要
な
こ
と
な
の
で
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

今
後
い
く
つ
か
の
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
等
を
整
備
し
て
観
光

資
源
に
し
て
行
く
仕
組
み
を

作
っ
て
い
き
た
い
。
そ
う
し

た
取
り
組
み
が
観
光
振
興
に

繋
が
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

問　
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

認
定
」
と
い
っ
た
青
い
旗
を

見
か
け
る
が
、
町
内
に
入
っ

て
く
る
国
道
に
「
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
登
録
の
町
・
只

見
」
と
い
っ
た
看
板
等
を
設

置
す
る
お
考
え
は
な
い
の
か
。

総
合
政
策
課
長　
南
郷
方
面

か
ら
と
金
山
方
面
か
ら
の
国

道
付
近
に
看
板
を
設
置
し
て

い
き
た
い
。

問　
ま
だ
ま
だ
町
民
の
エ
コ

パ
ー
ク
に
対
す
る
理
解
が
足

り
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、

社
会
の
発
展
」
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

登
録
の
町
・
只
見
」
と
い
っ

た
標
語
を
作
り
、
町
の
お
土

産
や
商
品
に
使
う
の
は
良
い

の
か
。

総
合
政
策
課
長　
商
工
会
等

か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
が
、
商
業
目
的
に
使
う
の

は
基
本
ダ
メ
で
あ
る
が
、
そ

の
辺
の
と
こ
ろ
を
今
後
十
分

協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
町
は
学
術
、
教
育
的
見

地
か
ら
広
め
て
い
く
と
お
考

え
の
よ
う
だ
が
、
町
民
と
の

考
え
に
開
き
が
あ
る
よ
う
だ
。

今
後
ど
の
様
な
取
り
組
み
を

さ
れ
る
の
か
。

町
長　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
目
的
は
3
つ
あ
り
、
①

生
物
多
様
性
の
保
全
、
②
持

続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
学

術
的
研
究
支
援
、
③
経
済
と

社
会
の
発
展
で
あ
る
。
登
録

に
な
っ
た
今
後
は
「
経
済
と

一
般
質
問

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
認
定
を
ど
う
活
か
す

町
長
―
経
済
と
社
会
の
発
展
に
取
り
組
む

放射性物質測定の現状は
町長―町独自で測定している

議員の
つぶやき

まっと
わかりやすく
できねえかゃ！

どこだかわかりますか？

小お

沼ぬ
ま

信の
ぶ

孝た
か  

議
員 



只見を強く PR	 8 月 29 日、全会津地方重点要望事項について政府及び県選出国会議員へ要望活動を行
いました。とくに只見町は、JR 只見線の早期復旧、原発風評被害対策などを要望しました。

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

20⑲

ら
里
は
、
さ
ら
な
る
拠
点
と

し
て
の
肉
付
け
、
宿
泊
キ
ャ

パ
の
検
討
や
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
な
ど
に
つ
な
が
る
機

能
追
加
も
今
後
検
討
す
べ
き

だ
。

町
長　
観
光
、
福
祉
、
教
育

な
ど
町
全
体
を
見
た
ト
ー
タ

ル
な
政
策
の
展
開
が
今
後
必

要
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
を

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
痛

感
し
て
い
る
。
総
合
的
な
計

画
を
早
く
示
し
て
い
き
た
い
。

町
長　
震
災
・
豪
雨
に
よ
っ

て
こ
の
地
域
社
会
、
ま
た
、

国
の
状
況
も
刻
々
と
変
わ
っ

て
い
る
。
早
い
時
期
に
現
状

課
題
の
整
理
と
財
政
見
通
し

を
立
て
、
共
通
認
識
を
持
っ

て
今
後
ど
う
立
ち
向
か
っ
て

い
く
の
か
議
論
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
改
革

は
、
効
率
化
だ
け
で
な
く
、

生
産
性
が
上
が
る
前
向
き
な

視
点
も
必
要
だ
。
と
く
に
湯

問　
今
年
か
ら
3
か
年
で
始

ま
っ
た
行
政
改
革
の
最
大
の

目
標
は
？

町
長　
人
口
減
少
に
対
す
る

取
り
組
み
と
産
業
振
興
だ
。

問　
人
口
減
少
、
税
収
見
込

み
な
ど
か
ら
今
後
10
年
後
の

町
の
姿
を
ざ
っ
と
ど
の
よ
う

に
予
想
さ
れ
る
か
？

町
長　
人
口
は
引
き
続
き
減

少
の
予
想
。
国
・
地
方
合
わ

せ
た
借
金
も
1
千
兆
円
台
に

な
っ
た
。
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
も
今
後
継
続
さ
れ
る
確

た
る
も
の
は
な
い
と
見
込
ん

で
い
る
。

問　
今
考
え
る
だ
け
で
も
庁

舎
建
設
他
ハ
ー
ド
事
業
に
今

後
、
数
十
億
円
の
財
源
を
要

す
る
。
10
か
年
先
の
財
政
見

通
し
な
ど
か
ら
、
当
局
・
議

会
が
町
の
将
来
に
つ
い
て
真

剣
に
議
論
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

に
対
処
し
た
事
業
だ
。
コ
ス

ト
面
で
は
、
現
在
の
町
の
街

路
灯
に
要
し
て
い
る
電
気
料

は
年
間
約
4
百
数
十
万
円
と

予
想
す
る
が
、
L
E
D
化
で

約
6
割
の
コ
ス
ト
が
減
る
。

集
落
負
担
は
大
き
く
軽
減
さ

れ
る
。

町
長　
意
見
を
受
け
止
め
て

検
討
し
た
い
。

問　

エ
コ
社
会
の
推
進
、

マ
イ
マ
イ
ガ
の
予
防
対

策
、
コ
ス
ト
削
減
を
目
的
に

街
路
灯
整
備
事
業
を
立
ち
上

げ
て
、
全
町
一
体
的
に

L
E
D
化
を
推
進
す
べ
き
だ
。

町
長　
一
つ
の
エ
コ
社
会
を

作
っ
て
い
く
主
体
性
も
今
後

の
議
論
の
ひ
と
つ
。
提
案
を

受
け
止
め
て
議
論
さ
せ
て
頂

き
た
い
。

問　
今
の
町
民
の
生
活
課
題

一
般
質
問

町
の
将
来
に
つ
い
て
真
剣
議
論
を

町
長
―
同
じ
認
識
で
議
論
し
た
い

議員の
つぶやき

全町一体の
ＬＥＤ化は
今でしょ！

ＬＥＤ設置工事（小林集落）の状況

9月14日に開催された只見地区の敬老会

全町の街路灯をLED化へ
町長―提案を受け止めて検討

目め

黒ぐ
ろ

仁じ
ん

也や  

議
員



奥会津連携がキーワード　9 月 2 日、奥会津五町村議会議長連絡協議会が只見町で開催されました。奥会
津地域は、県内の高齢化率が№ 1 ～ 4 にランクされた地域として、人口問題や広域観光についてを協議し、
JR 只見線復旧運動を足掛かりに連携を図ることを確認しました。

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

21 ⑳

設
検
討
委
員
会
の
人
数
は
何

人
ぐ
ら
い
か
。

只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
長　
地

域
を
代
表
す
る
方
等
20
名
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

問　
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
の

建
築
規
模
は
、
ど
の
程
度
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長　
1
2
5
0
㎡
程
度
と

考
え
て
お
り
、
朝
日
振
興
セ

ン
タ
ー
の
1.1
倍
程
度
で
あ
る
。

問　
建
築
基
準
法
上
、
木
造

で
は
１
２
５
０
㎡
が
限
界
な

の
か
。

只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
長　
全

体
の
面
積
に
つ
い
て
は
調
査

し
て
い
な
い
が
、
ホ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
耐
火
構
造
を
必

要
と
し
な
い
2
0
0
㎡
以
内

に
抑
え
た
い
。

問　
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
建

で
確
認
し
て
い
る
。
現
在
、

事
前
確
認
を
行
っ
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
今
し
ば
ら
く
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。
今
年

度
中
に
は
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
示
し
た
い
。

問　
早
い
時
期
に
結
論
を
出

し
て
、
宮
渕
地
区
住
民
に
説

明
で
き
る
よ
う
切
に
お
願
い

す
る
。

町
長　
精
一
杯
、
一
日
も
早

い
復
旧
に
向
け
て
努
力
す
る

こ
と
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

問　
6
月
会
議
で
も
質
問
し

た
が
、
一
番
困
っ
て
い
る
の

は
地
元
住
民
で
あ
る
。
町
と

し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

一
日
も
早
い
復
旧
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　
電
源
開
発
と
の
協
議

に
お
い
て
、
復
旧
す
る
方
向

り
に
只
見
線
は
重
要
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

問　
説
明
を
受
け
、
町
で
は

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
る
の
か
。

町
長　
決
し
て
諦
め
る
こ
と

な
く
、
こ
の
ピ
ン
チ
を
ま
ち

づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

る
気
概
を
持
っ
て
取
り
組
み

た
い
。
ま
た
只
見
駅
前
へ
の

誘
客
を
図
る
仕
組
み
づ
く
り

に
努
め
た
い
。

問　
Ｊ
Ｒ
仙
台
支
社
か

ら
只
見
町
に
対
し
、
Ｊ

Ｒ
只
見
線
復
旧
の
説
明

が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
。

町
長　
Ｊ
Ｒ
で
は
復
旧

の
方
針
を
決
め
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
説
明
と
同

様
で
あ
る
。
本
町
出
席

者
か
ら
は
、
ま
ち
づ
く

一
般
質
問

只
見
線
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
は

町
長
―
誘
客
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
る

萬
代
橋
の
一
日
も
早
い
復
旧
を

町
長
―
今
年
度
中
に
は
工
程
を
示
す

議員の
つぶやき

おらは離陸はするけど
着陸はしない

飛行機だ（苦笑）

小出－只見間を折り返し運転する只見線

只見振興センターの
規模は
町長―朝日地区のものと

ほぼ同規模を予定

只見総合開発センターの解体作業

鈴す
ず

木き

　
征す

す
む  

議
員



逆境を跳ね返せ！　9 月 3 日、南会津を拓く最重点要望事項を知事、県議会議長、県関係部局に対して要
望しました。町村長会及び町村議会議長会で、JR 只見線の早期復旧、医療の確保、原発災害対策として、
農林業・観光等災害補償などを要請しました。

ふるさと納税で町を
活性化すべき
町長―米を最有力の特産品

として検討

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

22�

郵
送
で
の
や
り
取
り
を
原
則

と
し
て
い
る
た
め
、
時
間
と

手
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
本

年
、
12
月
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
が
で
き
る
よ
う
に
作
業

を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
、
特
産
品
の
検
討
を

し
て
参
り
た
い
。
と
く
に
お

米
に
つ
い
て
は
、
最
有
力
の

特
産
品
の
候
補
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
関
係
者
と
協

議
し
て
参
り
た
い
。
貴
重
な

提
案
と
し
て
受
け
止
め
る
。

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
で
地

域
を
活
性
化
す
る
方
法
に
つ

い
て
は
、
寄
付
を
さ
れ
る
方

の
寄
付
に
対
す
る
純
粋
な
お

気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い
と

考
え
、
特
典
の
質
量
を
競
い

合
う
よ
う
な
有
り
様
と
は
一

線
を
画
し
て
き
た
。
し
か
し
、

と
ら
え
方
に
よ
っ
て
は
、
地

域
活
性
化
の
好
機
と
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

理
解
に
至
っ
た
。従
っ
て
、今

後
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
ま
た
、
本
町
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
は
、

問　
寄
付
を
基
金
と
し
な
い

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
に
お

礼
と
し
て
特
産
品
を
贈
る
町

村
が
多
く
、
大
き
な
話
題
と

な
っ
て
い
る
。
政
府
も
手
続

き
を
簡
単
に
、
メ
リ
ッ
ト
を

大
き
く
す
る
と
公
表
し
て
い

る
。
町
も
、
長
野
県
の
阿
南

町
や
本
県
湯
川
村
の
よ
う
に

お
米
を
特
典
に
地
域
を
活
性

化
し
な
が
ら
明
る
い
話
題
を

発
信
す
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
？

6
か
月
以
内
に
、
損
害
賠
償

手
続
き
も
含
め
た
選
択
肢
の

中
か
ら
何
ら
か
の
行
為
が
行

わ
れ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る

が
、
そ
の
行
為
に
応
じ
て
内

容
を
精
査
し
、
弁
護
士
等
専

門
家
の
判
断
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

慎
重
か
つ
適
切
に
対
処
し
て

参
り
た
い
。

と
し
て
催
告
書
を
提
出
さ
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
書
面
の

み
を
も
っ
て
、
明
確
に
か
つ

正
確
に
全
容
を
把
握
で
き
る

状
況
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
催

告
手
続
き
を
さ
れ
た
原
因
が

何
で
あ
る
の
か
も
明
ら
か
で

は
な
い
。
催
告
書
提
出
か
ら

問　
町
は
、
本
年
7
月
に
時

効
中
断
を
目
的
に
町
民

1
7
6
人
、
企
業
5
社
か
ら

「
催
告
」
を
郵
送
さ
れ
た
。

何
が
催
告
の
原
因
と
思
う

か
？　
今
後
、
年
内
に
も
損

害
賠
償
の
段
階
に
移
る
と
思

う
が
、
町
と
し
て
ど
う
対
応

す
る
の
か
を
伺
う
。

町
長　
時
効
の
延
長
を
目
的

一
般
質
問

豪
雨
災
害
、時
効
中
断
催
告
の
対
応
は

町
長
―
催
告
の
原
因
、
明
ら
か
で
な
い 議員の

つぶやき

今回の提案は
成功したぞ！

まるで只見の「道の駅」
只見駅、観光まちづくり協会売店

藤ふ
じ

田た

　
力ち

か
ら  

議
員



祝百歳　9 月 4 日、下福井の酒井アサカさんが百歳となり、県知事からの賀寿贈呈式が自宅にて行われま
した。人と話すことが長寿の秘訣だと話された酒井さんは、耳こそ遠くなっていますが、まだまだ元気。
只見町の高齢化率は高まる一方ですが、いつまでも健康で長生きできるまちづくりの充実が必要ですね。

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

23 �

う
、
改
修
工
事
や
備
品
の
更

新
を
行
う
と
共
に
、
防
災
無

線
L
A
N
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
に
よ
り
防
災
拠
点
と
し
て

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
今

年
度
か
ら
、
集
落
運
営
支
援

交
付
金
事
業
に
よ
り
各
集
落

の
施
設
管
理
、
運
営
及
び
行

事
等
の
拠
点
と
し
て
整
備
を

進
め
て
い
る
。
行
政
が
集
落

に
出
向
き
健
康
教
室
や
講
座

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
利

用
促
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
住
民
に
身
近

な
講
座
や
教
室
等
を
開
催
し

活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

問　
集
会
施
設
条
例
に
よ
る

と
、
建
物
面
積
に
対
す
る
面

積
要
件
が
狭
く
な
い
か
？

環
境
整
備
課
長　
検
討
に
値

す
る
と
考
え
る
。

町
長　
32
箇
所
の
集
会
施
設

が
あ
る
が
、
区
か
ら
の
要
望

を
受
け
て
利
用
し
や
す
い
よ

業
が
ゆ
る
ぎ
か
ね
な
い
と
思

う
が
考
え
は
あ
る
か

農
林
振
興
課
長　
米
に
つ
い

て
は
、
町
の
重
要
な
産
業
と

認
識
し
て
い
る
。
支
援
策
を

模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問　
集
落
の
特
性
を
活
か
し

た
利
用
促
進
策
を
提
供
す
べ

き
と
思
う
が
考
え
は
？

な
っ
た
。
稲
作
農
家
は
将
来

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
支

援
策
を
と
ら
な
い
と
基
幹
産

ご
と
の
解
除
が
可
能
と
な
っ

た
。
で
き
る
だ
け
早
く
出
荷

制
限
解
除
さ
れ
る
よ
う
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
町
が
で
き
る

支
援
策
と
考
え
る
。

問　
米
は
、
戦
後
最
低
の
買

い
取
り
価
格
（
概
算
金
）
と

問　
町
の
産
物
で
あ
る
ゼ
ン

マ
イ
、
き
の
こ
、
米
は
い
ま

だ
原
発
事
故
に
よ
り
被
害
を

こ
う
む
り
続
け
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
支
援
策
は
あ

る
か
？

町
長　
放
射
性
物
質
に
関
す

る
風
評
に
つ
い
て
は
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
に
よ
り
、
町

の
産
品
の
安
全
性
を
地
道
に

訴
え
続
け
る
こ
と
に
よ
り
対

策
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
正

確
な
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、

情
報
発
信
に
よ
る
支
援
を
継

続
す
る
。
野
生
き
の
こ
に
つ

い
て
は
、
今
年
か
ら
、
品
目

一
般
質
問

町内農産物の支援策は
町長―さまざまな施策で支援する

集
会
施
設
の
利
用
促
進
策
は

町
長
―
利
用
促
進
に
む
け
整
備
を
図
る

議員の
つぶやき

この先どうなるの？
稲作農家

小川集会所で行われている「小川いきいきサロン」

大
倉
地
区
の
稲
刈
り
風
景

中な
か

野の

大た
か

徳の
り  

議
員



ご苦労様でした　9 月 15 日、只見町敬老会三地区合わせ約 600 名の参加により盛大に開催されました。
保育所児童、婦人会の踊りなどたくさんの出し物が披露され、お年よりも大喜び！　来年も元気にお会い
しましょう。婦人会の皆さん本当にご苦労様でした。

「
子
育
て
広
場
」
の
様
子

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

24�

問　
来
年
4
月
か
ら
新
制
度

を
実
施
予
定
だ
が
、
当
町
で

の
保
育
所
に
変
化
は
な
い
か
。

町
長　
保
育
料
の
軽
減
は
継

続
す
る
。

問　
ど
の
子
ど
も
も
平
等
に

良
い
保
育
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
国
の
基
準
に
合
わ
せ
る

の
で
は
な
く
自
治
体
の
責
務

を
全
う
す
べ
き
。
保
育
の
充

実
・
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
の
な

い
よ
う
す
べ
き
だ
。

町
長　
大
切
な
子
ど
も
た
ち

で
あ
る
。
子
供
の
環
境
を
守

り
、
保
育
充
実
に
努
め
て
い

く
。

子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
で

は
、
学
童
保
育
の
要
望
が
一

番
多
か
っ
た
。
若
者
定
住
・

少
子
化
・
人
手
不
足
解
消
の

た
め
に
も
、
早
急
に
設
置
す

べ
き
。
学
校
を
開
放
す
る
の

が
安
心
・
安
全
で
は
。

教
育
長　
学
校
開
放
は
選
択

肢
の
一
つ
。
関
係
者
と
協
議

し
つ
つ
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
。

町
長　
意
見
を
聞
き
な
が
ら

や
っ
て
い
く
。
必
要
性
は
感

じ
て
い
る
。

問　
学
童
保
育
の
設
置
を
6

年
前
か
ら
要
望
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
検
討
・
経
過
を
問

う
。

保
健
福
祉
課
長　
有
資
格
の

指
導
員
の
確
保
、
開
所
時
間
、

施
設
等
の
課
題
が
あ
る
。
ニ

ー
ズ
調
査
を
参
考
に
考
え
る
。

問　
各
地
の
市
町
村
で
「
地

域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
」
に
学
童
保
育
が
位
置
づ

け
さ
れ
、
全
小
学
生
を
対
象

と
し
て
い
る
。
町
で
行
っ
た

問　
介
護
の
内
容
充
実

に
伴
い
介
護
職
員
の
就

労
改
善
が
必
要
だ
。
南

会
津
会
の
理
事
で
あ
る

町
長
答
弁
を
。

町
長　
改
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
厳
し
い
と
こ
ろ

も
あ
る
が
念
頭
に
置
く
。

問　
提
案
理
由
で
町
民
福
祉

向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
い
わ
れ
た
が
、
介
護
職
員

の
処
遇
改
善
・
介
護
の
充
実

を
町
独
自
の
施
策
で
す
べ
き
。

町
長　
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
知
恵
を
し

ぼ
っ
て
や
っ
て
行
く
。

問　
来
年
4
月
か
ら
実
施
予

定
の
改
正
は
、
要
支
援
者
の

訪
問
介
護
・
通
所
介
護
の
削

減
や
打
ち
切
り
、
入
所
対
象

者
を
要
介
護
3
以
上
に
限
定

し
、
要
介
護
1
、
2
を
排
除

し
よ
う
と
す
る
も
の
。
こ
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
・

打
ち
切
り
は
、
在
宅
生
活
を

困
難
に
し
、
病
状
や
要
介
護

度
の
悪
化
、
家
族
の
介
護
負

担
の
増
大
を
も
た
ら
す
。
市

町
村
の
財
政
負
担
も
重
く
な

る
。
今
後
の
介
護
政
策
の
方

向
性
を
問
う
。

町
長　
現
在
利
用
さ
れ
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
量
が
低
下
し
な

い
よ
う
検
討
す
る
。

一
般
質
問

介護保険法改正による
町の政策は
町長―サービス低下のない

よう検討する

学
童
保
育
の
検
討
経
過
は

町
長
―
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
を
考
え
る

子
育
て
新
制
度
に
よ
る
影
響
は

町
長
―
保
育
環
境
の
充
実
に
努
め
る

議員の
つぶやき

6年越しの質問の
答えがこれか…（悲）

山や
ま

岸ぎ
し

フふ

ミみ

子こ  

議
員



只見線にブナりん登場！　9 月 21 日、JR 只見線にラッピング車両が初登場。会津若松駅で出発セレモニー
が開催されました。国会議員など来賓が多数参加、只見町のユネスコエコパーク登録記念となりました。

9
月
会
議

決
算
特
別
委
員
会

8
月
会
議

委
員
会
活
動

議
会
活
動

陳
情
・
請
願

教
え
て
議
会
の
こ
と

25 �

問　
産
婦
人
科
医
の
配
置
ま

た
は
助
産
師
の
活
用
は
。

町
長　
産
婦
人
科
医
の
配
置

は
困
難
。
設
備
不
足
と
異
常

分
娩
時
の
問
題
で
助
産
師
の

活
用
も
困
難
だ
。
妊
娠
時
や

出
産
後
の
母
子
対
応
は
保
健

師
が
行
っ
て
い
る
。

問　
1
か
月
に
1
度
の
産
婦

人
科
医
の
配
置
も
無
理
か
。

保
健
福
祉
課
長　
課
題
が
た

く
さ
ん
あ
り
厳
し
い
。

問　
医
師
が
必
要
な
出
産
は

毎
年
ど
の
程
度
か
？

保
健
福
祉
課
長　
毎
年
20
～

30
件
の
出
産
の
内
、
例
年
流

産
1
件
、
帝
王
切
開
4
～
5

件
程
度
だ
。

問　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

で
助
産
師
と
医
療
機
関
連
携

し
町
内
検
診
体
制
を
整
え
て

は
。

保
健
福
祉
課
長　
医
療
機
関

と
の
連
携
が
難
し
い
。

問　
保
育
時
間
が
不
足
で
は
。

町
長　
現
在
、
朝
7
時
半
か

ら
夕
方
6
時
ま
で
だ
が
、
来

年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
よ
り
、
フ
ル
タ
イ

ム
で
最
長
11
時
間
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
で
最
長
8
時
間
と
な

る
。

問　
病
児
保
育
や
休
日
保
育

の
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　
な
い
。

問　
電
気
自
動
車
用
充
電
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
予
定
は
。

町
長　
湯
ら
里
に
年
内
に
1

基
設
置
予
定
だ
。

問　
癒
し
の
森
・
恵
み
の
森

の
看
板
、
遊
歩
道
整

備
は
。

町
長　
案
内
不
足
を

点
検
の
上
、
景
観
を

配
慮
し
た
看
板
設
置

を
検
討
す
る
。
木
道

整
備
は
し
な
い
。

問　
飲
食
店
の
案
内
・
誘
導

看
板
の
整
備
が
不
十
分
だ
。

町
長　
商
工
会
や
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
会
と
協
議
し
、
必

要
な
対
応
に
努
め
る
。

の
4
つ
の
視
点
で
見
る
。
草

刈
・
ゴ
ミ
拾
い
・
花
植
え
等

で
の
道
路
・
河
川
の
景
観
保

全
も
図
る
。
豊
か
な
大
自
然

と
農
村
風
景
で
育
ま
れ
た
生

活
の
営
み
に
よ
っ
て
成
さ
れ

た
景
観
を
守
り
続
け
る
。

問　
美
し
い
自
然
景
観
を
人

工
物
で
台
無
し
に
し
て
ほ
し

く
な
い
。
自
販
機
・
屋
根
・

建
材
・
橋
・
欄
干
・
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
・
看
板
等
、
色
や
素

材
で
景
観
を
損
ね
て
い
る
。

町
民
と
事
業
者
へ
の
啓
発
は

十
分
か
。

環
境
整
備
課
長　
確
か
に
色

の
悪
い
も
の
が
あ
る
。
啓
発

活
動
も
不
十
分
だ
。
し
っ
か

り
や
っ
て
い
く
。

問　
平
成
13
年
に
同
条
例
に

伴
う
基
金
を
積
ん
で
い
る
が
、

活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後

の
活
用
予
定
は
。

町
長　
今
後
の
基
金
の
あ
り

方
を
考
え
、
景
観
整
備
を
進

め
て
い
く
。

問　
景
観
整
備
へ
の
取
組
み

意
識
は
。

町
長　
平
成
11
年
に
「
う
つ

く
し
い
只
見
町
の
風
景
を
守

り
育
て
る
条
例
」を
制
定
。只

見
町
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
り
全
町
的
な
景
観
保
全
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。

問　
今
後
の
整
備
方
針
は
？

町
長　
景
観
形
成
は
「
自
然

景
観
」「
歴
史
的
景
観
」「
地

域
景
観
」「
公
共
施
設
景
観
」

一
般
質
問

景
観
意
識
を
高
め
る
啓
発
活
動
が
不
足

町
長
―
啓
発
活
動
を
進
め
景
観
を
守
る

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
医
療
連
携
を

町
長
―
医
療
機
関
と
の
連
携
が
難
題
だ

ＥV充電ステー
ションの設置を
町長―年内に1基

設置する

議員の
つぶやき

おむつが買えない
町でいいのかな!?

Ｅ
V
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

石い
し

橋ば
し

明あ

日す

香か  

議
員
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只見町の自然
只見中学校 3年　

飯
いい
塚
づか
 春
はる
輝
き

只見町の未来
只見中学校 3年　

酒
さか
井
い
 香
か
菜
な
子
こ

只見町の好きなところ
只見高等学校 3年　

吉
き
津
つ
 勇

ゆう

私の好きな只見
只見高等学校 2年　

島
しま
谷
たに
 拓
たく
実
み

広
報
委
員
会
の
研
修
で
は
、

議
会
だ
よ
り
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
何
度
も
賞
を
受
賞
し
て

い
る
新
潟
県
聖
籠
町
、
岩
手

県
金
ヶ
崎
町
、
宮
城
県
大
和

町
、
山
形
県
川
西
町
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ど
の
町
も
住

民
目
線
で
、
中
学
生
で
も
理

解
で
き
る
よ
う
な
紙
面
づ
く

り
を
さ
れ
て
お
り
、
紙
面
の

中
に
多
く
の
町
民
が
登
場
し
、

貴
重
な
意
見
等
が
多
く
出
さ

れ
大
変
親
し
み
や
す
い
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
議
会
だ
よ
り
も
、

今
後
多
く
の
町
民
の
紙
面
登

場
の
場
面
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
と
も
多
く
の
町
民
の
方
の

参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
山
岸
フ
ミ
子
委
員
）

発
行
責
任
者

議　
　
長　
齋
藤
邦
夫

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
石
橋
明
日
香

副
委
員
長　
小
沼
信
孝

委　
　
員　
山
岸
フ
ミ
子

大
塚
純
一
郎

目
黒
仁
也

編

集

後

記

只見町は、自然が豊かでとって
も良いところだと思います。でも、
只見町の将来を考えると少し心配

なことがあります。それは、人口が少ないことです。
そして現在、只見町の人口はほとんど高齢者が占め
ており、若者の数がとても少ないというのが現状で
す。このままでは、只見町でも過疎化が進んでいき、
近い将来限界集落になってしまう可能性があります。
それを阻止するためにも、私たちがこれまで築き上
げてきた自然と共生する生き方が只見町を救うこと
につながるのかもしれません。

私は生まれてからずっと只見町
に住んでいます。只見町に住んで
いて嫌なこともありますが、好きな

こともたくさんあります。
まず、自然が豊かで空気がきれいなので勉強や部
活動に打ち込みやすいと思います。私は卓球部に所
属していました。この環境で練習して精神面でも身
体面でも大きく成長することができたと思います。
只見町は、どんなことにも集中できる環境がある
ので、とても住みやすいです。

只見町の好きなところは、自然
が豊かなところです。つい最近、
只見町はユネスコエコパークに登

録されました。そのくらい自然が豊かできれいだと
いうことです。そして、その自然は春夏秋冬楽しむ
ことができます。春には桜が咲き、夏には川で遊び、
秋には紅葉を見て、冬は雪で遊べます。
ただ、川で流されてしまったり、雪が多くて危険
もたくさんあります。自然とうまくつきあっていく
ことが大切だと思います。これからもこの自然を守
っていきたいです。

私は只見町が好きです。この町
にはたくさんの魅力があります。
一つはこの壮大で豊かな自然。こ

れには四季それぞれの美しい姿があります。春の桜
はもちろん、林床に咲くカタクリや冬を越え力強く
咲く雪椿には、只見の春を教えられます。夏に生い
茂る猛々しい森林の緑には目を引かれる美しさがあ
り、秋の山の紅葉はまさに千紫万紅です。冬に広が
る視野いっぱいの雪景色には、自然の厳しいこと、
それ故の綺麗さが感じられます。
厳しい自然とそれを乗り越える草花、またそれら
に囲まれて育った只見町民の皆さんとの何気ない会
話や挨拶には、この町を故郷だと感じさせるものが
あります。私はこんな家族のような只見町が好きです。


